
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　温水ベースで複数の異なる単位飲料を調整す

るために飲料調整機を制御する方法で、複数の単位飲料

のための温水は同じ温水源８から引き出される方法を提

供すること。

【解決手段】より高い容量を可能にする方法の引出しを

設計するために、温水の引出しが所定の全動作状態Ｉで

全ての単位飲料について自由にされ、所定のゼロ動作状

態で全ての単位飲料について阻止され、そして所定の部

分動作状態IIで、ある単位飲料については阻止されると

共にその他の所定単位飲料については自由にされるよう

に、温水源８の動作状態を監視すると共に、温水の引出

しを制御する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 温 水 ベ ー ス で 複 数 の 異 な る 単 位 飲 料 を 調 整 す る た め に 飲 料 調 整 機 （ １ ） を 制 御 す る 方 法
で あ っ て 、 前 記 複 数 の 単 位 飲 料 の た め の 温 水 は 同 じ 温 水 源 （ ８ ） か ら 引 き 出 さ れ 、 温 水 の
引 出 し が 所 定 の 全 動 作 状 態 （ Ｉ ） で 全 て の 単 位 飲 料 に つ い て 自 由 に さ れ 、 所 定 の ゼ ロ 動 作
状 態 で 全 て の 単 位 飲 料 に つ い て 阻 止 さ れ 、 そ し て 所 定 の 部 分 動 作 状 態 （ II） で 、 あ る 単 位
飲 料 に つ い て は 阻 止 さ れ る と 共 に そ の 他 の 所 定 単 位 飲 料 に つ い て は 自 由 に さ れ る よ う に 、
前 記 温 水 源 （ ８ ） の 動 作 状 態 を 監 視 し 且 つ 温 水 の 引 出 し を 制 御 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 動 作 状 態 は 、 閾 値 （ Ｓ ） に よ り 制 限 さ れ て お り 、 こ の 閾 値 よ り も 下 回 れ ば 、 所 定 の 単
位 飲 料 の 引 出 し が 阻 止 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 全 動 作 状 態 （ Ｉ ） は 動 作 範 囲 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 部 分 動 作 状 態 （ II） は 少 な く と も １ つ の 動 作 範 囲 （ II１ ， II２ ） か ら 構 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 動 作 引 出 し 値 は 各 単 位 飲 料 に つ い て 設 定 さ れ 、 こ の 動 作 引 出 し 値 が 各 引 出 し に つ い て 現
在 の 動 作 状 態 か ら 差 し 引 か れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 温 水 は 引 出 し に 同 期 し て 加 熱 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 飲 料 調 整 機 を 制 御 す る た め の 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 に 、 コ ー ヒ ー 自 動 販 売 機 の よ う に 、 温 水 を 使 っ て 機 能 す る 飲 料 調 整 機 の 場 合 、 広 範 囲
の 飲 料 を 常 に 新 た に 調 整 す る 可 能 性 を 備 え て い る た め 、 ユ ー ザ ー の 請 求 が あ る た び に 、 自
動 的 に 又 は 殆 ど 自 動 的 に 、 こ の 機 械 の 給 湯 装 置 か ら 取 り 出 さ れ た 温 水 は 、 温 水 を ど れ く ら
い の 量 或 い は ど の く ら い の 頻 度 で 取 り 出 す か に 関 係 な く 、 所 要 の 温 度 で あ る こ と が 確 実 で
な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 給 湯 装 置 の 形 式 に 左 右 さ れ る が 、 蒸 気 ボ イ ラ ー 内 に 残 っ て い
る 温 水 が 多 量 の 温 か い 飲 料 に は 恐 ら く 不 十 分 で あ っ て も 少 量 の 引 出 し を 間 違 い な く 認 め て
い る と い う 事 実 に も 拘 わ ら ず 、 例 え ば 、 蒸 気 ボ イ ラ ー 内 の 水 位 が 下 限 位 の 電 極 よ り も 低 下
し た こ と が 確 認 さ れ る と 直 ぐ に 、 温 水 の 引 出 し を 阻 止 す る こ と が 一 般 的 で あ っ た 。 こ の 方
法 は 、 経 済 的 で は な く 、 ま た 、 ユ ー ザ ー を 待 ち 時 間 で 不 快 に さ せ る 結 果 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 利 用 可 能 な 温 水 の 量 を も っ と 経 済 的 に 使 用 す る こ と が で き る 方 法 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 に よ り 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 開 発 を 利 用 し て 、 動 的 引 出 し 制 御 シ ス テ ム が 実 現 さ れ て お り 、 そ れ に よ り
、 利 用 可 能 な 完 全 に 加 熱 さ れ た 温 水 を 調 合 の た め “ 最 後 の 一 滴 ” ま で 使 用 す る こ と を 確 実
に す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 時 期 尚 早 な 温 水 供 給 の 阻 止 の 必 要 性 が 起 き る の は 、 相 当
に 頻 度 が 低 い 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 更 な る 有 利 な 開 発 は 従 属 請 求 項 か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 諸 実 施 形 態 は 、 図 面 を 使 用 し て 、 下 記 に 更 に 詳 し く 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 考 慮 中 の ケ ー ス に お い て 、 コ ー ヒ ー 自 動 販 売 機 と し て 形 成 さ れ て い る 飲 料 調 整
機 １ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 こ れ は 、 自 動 的 に 又 は 殆 ど 自 動 的 に 作 動 す る 最 新 の コ
ー ヒ ー 自 動 販 売 機 に と っ て 通 例 で あ る よ う に 、 標 準 の コ ー ヒ ー 、 エ ス プ レ ッ ソ 、 紅 茶 、 泡
(foam)を 形 成 す る た め の 一 吹 き の 蒸 気 等 の よ う な 多 く の 飲 料 を 異 な る 大 き さ （ ポ ッ ト 、 カ
ッ プ 、 小 さ い カ ッ プ 、 グ ラ ス 等 ） の 量 で 調 整 し 販 売 す る こ と が で き る 。 コ ー ヒ ー 自 動 販 売
機 １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ を 含 ん で お り 、 そ の 中 に 水 連 絡 路 ３ が 延 び 、 そ の 外 に 飲 料 放 出 路 ４
が 延 び て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 １ 本 の 飲 料 放 出 路 ４ の み が 示 さ れ て い る が 、 別
々 の 飲 料 用 に 幾 つ か の 放 出 路 を 設 け る こ と が で き る 。 通 例 の 飲 料 容 器 も し く は サ ー ビ ス 容
器 は 、 放 出 路 ４ の 下 方 に 置 か れ て い る 。 即 ち 、 カ ッ プ ５ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 コ ー ヒ ー 自 動 販 売 機 の 通 例 の 諸 要 素 は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 中 や 表 面 上 に 配 設 さ れ て お り 、
そ の た め に 、 明 瞭 に す る た め 、 唯 一 つ の 調 合 装 置 ６ が 概 略 的 に 図 示 さ れ て い る 。 こ の 調 合
装 置 ６ は 、 管 路 ７ に よ り 放 出 路 ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 通 例 の 設 計 の 蒸 気 ボ イ ラ ー と し て 形 成 さ れ て い る 温 水 装
置 ８ が ハ ウ ジ ン グ ２ 内 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ は 、 管 路 １ ０ 及 び 供 給 弁 １
１ に よ り 冷 水 の 導 入 口 ３ に 接 続 さ れ た 通 例 の ボ イ ラ ー ９ を 保 持 し て い る 。 ヒ ー タ １ ２ は 、
こ の ボ イ ラ ー の 内 部 に 設 け ら れ て い る 。 ボ イ ラ ー 内 の 液 位 は 、 低 水 位 電 極 １ ３ 及 び 作 動 水
位 電 極 １ ４ を 使 用 し て 監 視 さ れ て お り 、 従 っ て 、 水 位 は ２ つ の 電 極 １ ３ 及 び １ ４ の 間 で 変
動 す る こ と が で き る 。 更 に 、 蒸 気 を 作 る た め 、 ボ イ ラ ー を 通 っ て 延 び る コ イ ル 管 の 形 態 で
あ る 通 例 の 連 続 フ ロ ー 式 ヒ ー タ １ ５ が ボ イ ラ ー 内 に 設 け ら れ て い る 。 最 後 に 、 圧 力 セ ン サ
１ ６ は 、 ボ イ ラ ー 上 に 設 け ら れ て い て 、 ボ イ ラ ー ９ 内 の 作 動 圧 力 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 温 水 路 １ ７ は 、 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ を 調 合 装 置 ６ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 圧 力 セ ン サ １ ６ 及 び 調 合 装 置 ６ は も ち ろ ん の こ と 、 供 給 弁 １ １ 、 ヒ ー タ １ ２ 、 水 位 電 極
１ ３ 及 び １ ４ は 、 制 御 装 置 １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 制 御 装 置 １ ８ に は 、 ハ ウ ジ ン グ
の 外 部 に あ る 諸 操 作 要 素 １ ９ も 接 続 さ れ て お り 、 ユ ー ザ ー は 、 こ れ を 用 い て 所 望 量 の 所 望
の 飲 料 を 予 め 選 択 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 こ の 飲 料 に つ い て の 調 整 サ イ ク ル が 開 始
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 蒸 気 ボ イ ラ ー で は 、 普 通 、 目 標 温 度 （ 通 常 、 １ ２ ０ ℃ ） ま で 同 時 に 加 熱 す る こ と が で き
る の と 同 量 の 冷 水 を 送 り 込 む こ と が 可 能 で あ る に 過 ぎ な い 。 蒸 気 圧 力 、 従 っ て 、 温 度 は 、
一 定 に 留 め て お く 必 要 が あ る 。 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ の ボ イ ラ ー 容 量 も し く は 作 動 容 量 は 、 こ れ
ら の 要 件 に 対 し て 、 高 低 の 水 位 電 極 １ ３ 及 び １ ４ を 位 置 決 め す る こ と に よ っ て 、 ボ イ ラ ー
９ の 大 き さ 及 び 水 の 入 口 温 度 の よ う な そ の 他 の 要 件 に も 左 右 さ れ る が 、 釣 り 合 わ せ ら れ る
。 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ が そ の 最 高 水 位 及 び 目 標 圧 力 に 達 し た ら 、 そ れ は １ ０ ０ ％ の 容 量 レ ベ ル
又 は 待 機 レ ベ ル を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 個 々 の 単 位 飲 料 を 準 備 す る た め に 取 り 出 さ れ る べ き 温 水 の 形 の 熱 エ ネ ル ギ の 量 は ま た 、
既 知 で あ り 、 各 単 位 飲 料 に つ い て の コ ー ド 番 号 を 判 断 す る の に 使 用 さ れ る と 共 に 、 制 御 装
置 １ ８ に 保 存 さ れ る 。 調 整 ・ 販 売 サ イ ク ル に お い て 分 売 さ れ る 各 飲 料 は 、 “ 単 位 飲 料 （ ｄ
ｒ ｉ ｎ ｋ 　 ｕ ｎ ｉ ｔ ） ” と し て 定 義 さ れ 、 必 然 的 に 例 え ば 、 小 さ い カ ッ プ の エ ス プ レ ッ ソ
、 一 杯 の 紅 茶 、 ポ ッ ト コ ー ヒ ー 、 一 吹 き の 蒸 気 等 で あ る 。 更 に 、 操 作 要 素 １ ９ を 介 し て 予
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め 選 択 さ れ た 単 位 飲 料 の 種 類 及 び 数 は 、 制 御 装 置 １ ８ に 保 存 さ れ る と 共 に 、 図 ３ に 示 す よ
う に 、 本 発 明 に 従 っ て 飲 料 調 整 機 １ の 作 動 の た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に お い て 、 図 １ の 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ に 適 用 し た 場 合 、 １ ０ ０ ％ 容 量 も し く は 出 力 能 力
と は 、 高 水 位 電 極 １ ４ ま で 満 た さ れ る と 共 に 、 目 標 温 度 及 び 目 標 圧 力 に 至 っ た 蒸 気 ボ イ ラ
ー ８ を 意 味 し て い る 。 ゼ ロ ％ 容 量 も し く は 出 力 能 力 と は 、 ボ イ ラ ー ９ に お け る 水 位 が 低 水
位 電 極 １ ３ の レ ベ ル ま で 低 下 し た こ と 、 或 い は 、 許 容 範 囲 外 に 目 標 圧 力 又 は 目 標 温 度 が あ
る こ と を 意 味 し て い る 。 容 量 は 、 水 位 及 び 圧 力 、 或 い は 所 望 な ら ば 温 度 を 使 っ て 監 視 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め に 、 ゼ ロ ～ １ ０ ０ ％ 間 の 動 作 範 囲 は 、 閾 値 を 用 い て 別
個 の 範 囲 に 分 割 さ れ る 。 販 売 機 能 が 制 限 を 受 け る こ と な く 認 め ら れ る 全 動 作 範 囲 Ｉ は 、 １
０ ０ ％ の 容 量 と 、 ほ ぼ ７ ０ ％ （ 第 １ 閾 値 Ｓ １ ） の 容 量 と の 間 と 決 め ら れ て い る 。 第 ２ 動 作
範 囲 、 即 ち 部 分 動 作 範 囲 IIは 、 閾 値 Ｓ １ の 下 方 、 そ し て ゼ ロ ％ の 容 量 に 至 る ま で と 決 め ら
れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 部 分 動 作 範 囲 IIは 、 第 ２ 閾 値 Ｓ ２ に よ り 、 部 分
動 作 範 囲 II１ 及 び II２ に 小 分 割 さ れ て お り 、 そ れ に よ り 、 第 １ 部 分 動 作 範 囲 II１ は ほ ぼ ７
０ ％ ～ ほ ぼ ３ ０ ％ 容 量 の 間 に あ る も の と 定 義 さ れ 、 第 ２ 部 分 動 作 範 囲 II２ は ほ ぼ ３ ０ ％ ～
ゼ ロ ％ 容 量 の 間 に あ る も の と 定 義 さ れ る 。 ゼ ロ ％ 容 量 よ り も 下 で は 、 ゼ ロ 動 作 範 囲 が 継 続
し て お り 、 販 売 は 可 能 で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ユ ー ザ ー が 特 定 の 単 位 飲 料 を 選 択 す る と 、 そ の た め に 取 り 出 す べ き 熱 の 量 が 保 存 さ れ る
と 共 に 、 動 作 状 態 、 即 ち そ の 時 点 で の 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ の 利 用 可 能 容 量 と 比 較 さ れ る 。 全 動
作 範 囲 Ｉ 内 で は 何 ら 制 限 が な い 。 即 ち 、 任 意 の 数 の 単 位 飲 料 を 引 き 出 す こ と が で き る 。 図
３ に お い て 、 最 初 の 引 出 し ス テ ッ プ Ａ が 行 わ れ 、 あ る 長 さ の 時 間 ｔ Ｂ の 経 過 後 に 、 第 ２ 引
出 し ス テ ッ プ Ｂ が 行 わ れ る 。 最 初 の 引 出 し ス テ ッ プ Ａ の 後 、 ヒ ー タ １ ２ は ス イ ッ チ オ ン さ
れ 、 こ れ は 、 ス テ ッ プ Ａ 及 び Ｂ 間 の カ ー ブ の 上 昇 に よ り 特 徴 付 け ら れ る 容 量 の 増 大 に つ な
が る 。 引 出 し ス テ ッ プ Ｂ の た め 、 多 量 の 温 水 が 引 き 出 さ れ 、 こ れ は 、 引 出 し ス テ ッ プ Ａ と
比 較 し て 容 量 レ ベ ル も し く は 待 機 レ ベ ル の よ り 大 き な 低 下 に つ な が る 。 制 御 装 置 は 、 各 引
出 し ス テ ッ プ に つ い て 、 引 き 出 さ れ た 容 量 も し く は 熱 量 を 補 充 す る （ コ ー ド 番 号 の 形 で ）
と 共 に 、 動 作 状 態 を 生 成 す る 。 即 ち 、 制 御 装 置 は 、 容 量 と 閾 値 Ｓ １ と の 間 の 隔 た り を 設 定
す る 。 引 出 し ス テ ッ プ Ｂ の 直 ぐ 後 に 、 第 ３ 引 出 し ス テ ッ プ Ｃ が 開 始 さ れ 、 多 量 の 温 水 が 引
き 出 さ れ る 結 果 と な る 。 容 量 は 低 下 し て 部 分 動 作 範 囲 IIに 入 る 、 即 ち 、 部 分 動 作 範 囲 II１
の 上 方 部 分 に 入 る 。 こ の 範 囲 に お い て は 、 並 行 引 出 し (parallel withdrawal） は 所 定 の 熱
量 に 制 限 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 若 干 の 温 水 要 求 を 伴 う ２ 杯 の み の 製 品 及 び ／ 又 は 高 温
水 要 求 を 伴 う １ 杯 の み の 製 品 が 依 然 と し て 引 き 出 さ れ る こ と が で き 、 そ の た め 各 引 出 し 後
に 加 熱 が 再 び 行 わ れ る 。 引 出 し ス テ ッ プ Ｄ 及 び Ｅ が 開 始 さ れ 実 行 さ れ れ ば 、 ま た 、 引 出 し
ス テ ッ プ 間 の 時 間 が 蒸 気 ボ イ ラ ー が 全 動 作 範 囲 Ｉ に 戻 る の を 許 容 す る の に 十 分 な ほ ど 長 く
な け れ ば 、 更 な る 引 出 し ス テ ッ プ Ｆ が あ る 場 合 、 蒸 気 ボ イ ラ ー は 下 方 の 部 分 動 作 範 囲 II２
に 入 り 、 そ こ で は 、 例 え ば 、 １ 杯 の 単 位 飲 料 の み を 販 売 可 能 で あ る 。 こ の 時 点 で の み 全 て
の 単 位 飲 料 に つ い て 販 売 が 阻 止 さ れ る 。 そ し て 、 蒸 気 ボ イ ラ ー ８ が そ の 全 動 作 容 量 に 再 び
達 す る ま で 依 然 と し て 阻 止 さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 そ の 他 の 温 水 発 生 器 を 備 え た 別 の 飲 料 調 整 機 に 同 様 の 方 法 で 適 用
可 能 で あ る 。 そ れ 故 、 図 ２ は 、 や は り 自 動 又 は 半 自 動 運 転 の コ ー ヒ ー 自 動 販 売 機 の 形 態 で
あ る 飲 料 調 整 機 １ ０ ０ を 示 し て お り 、 同 一 又 は 互 角 の 構 成 要 素 は 、 図 １ と 同 じ 参 照 数 字 で
識 別 さ れ て い る が 、 再 び 説 明 さ れ る こ と は な い 。 飲 料 調 整 機 １ ０ ０ は 、 ボ イ ラ ー 容 器 ９ を
備 え た ボ イ ラ ー ８ ０ の 形 の 温 水 装 置 を 含 ん で お り 、 こ の ボ イ ラ ー 容 器 の 中 に ヒ ー タ １ ２ 及
び 温 度 セ ン サ ８ ６ が 置 か れ て い る 。 温 水 路 １ ７ は 、 こ こ で は ボ イ ラ ー 容 器 ９ の 上 部 領 域 か
ら 外 に 出 て 調 合 装 置 ６ に 入 る 。 唯 一 つ の ボ イ ラ ー は 常 に 満 た さ れ て お り 、 引 き 出 さ れ た 温
水 と 同 じ 位 の 冷 水 が 引 き 込 ま れ る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 ボ イ ラ ー に お け る 温 度 成 層 に よ
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り 、 目 標 温 度 （ 代 表 的 に は ９ ６ ℃ ） に あ る 水 の 引 き 出 し が 可 能 に さ れ る 。 目 標 温 度 は 、 ボ
イ ラ ー の 中 間 領 域 に あ る 温 度 セ ン サ ８ ６ を 介 し て 制 御 さ れ る 。 図 ３ の 目 的 上 、 ボ イ ラ ー 容
量 は 、 ボ イ ラ ー ８ ０ の 平 均 温 度 が 安 定 し て い る と き に 、 即 ち 、 例 え ば 加 熱 サ イ ク ル の 終 期
に 、 １ ０ ０ ％ に 対 応 し て い る 。 ゼ ロ ％ 容 量 は 、 温 度 に つ い て の 許 容 範 囲 の 下 限 値 に あ る ボ
イ ラ ー 温 度 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 基 づ く 本 発 明 に よ る 引 出 し ス テ ッ プ の 実 施 は 、 容 量 が こ の 場 合 に 温 度 に よ り 監 視
さ れ る 唯 一 の 差 異 を 除 い て 、 飲 料 調 整 機 １ ０ ０ に つ い て 、 飲 料 調 整 機 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ に 記 載 さ れ 図 示 さ れ た 実 施 形 態 の 変 更 と し て 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 温 水 装 置 の 各
形 式 に つ い て 改 変 す る こ と が で き る 。 更 に 、 ２ つ よ り 多 く の 部 分 動 作 範 囲 を 設 け た り 、 或
い は 唯 一 つ の 部 分 動 作 範 囲 を 設 け た り す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め の 、 略 図 的 に 表 わ し た 、 飲 料 調 整 機 の 第 １ 実 施
形 態 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め の 、 略 図 的 に 表 わ し た 、 飲 料 調 整 機 の 第 ２ 実 施
形 態 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 方 法 が 実 施 さ れ る と き の 動 作 ― 時 間 グ ラ フ の 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ ， １ ０ ０ … 飲 料 調 整 機 、 ８ ， ８ ０ … 温 水 装 置 も し く は 蒸 気 ボ イ ラ ー （ 温 水 源 ） 、 Ｉ …
全 動 作 範 囲 （ 全 動 作 状 態 ） 、 II… 部 分 動 作 範 囲 （ 部 分 動 作 状 態 ） 、 II１ … 第 １ 部 分 動 作 範
囲 、 II２ … 第 ２ 部 分 動 作 範 囲 、 Ｓ … 閾 値 、 Ｓ １ … 第 １ 閾 値 、 Ｓ ２ … 第 ２ 閾 値 。
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【 図 ３ 】
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